
新作百人一首替え歌 その 2(10-17)                青野正宏 

 

10 万博へ 行くも帰るも 鉄道で 知るも知らぬも 大阪の駅 

これやこの行くも帰るも別れては 知るも知らぬも逢坂の関 

鉄道で万博見に行くのなら、大阪以外の人間なら大阪駅を通過するだろう 

 

11 詐欺電話 騙しを懸けて 架けいでぬ 人には告げよ 甘い釣り事 

わたの原八十島かけて漕ぎいでぬと人には告げよ海人の釣舟 

甘い話にはだまされぬように 

 

12 子供には くもん通わせ 結果待ち おとなの期待 しばしとどめむ 

天つ風雲の通ひ路吹きとぢよをとめの姿しばしとどめむ 

子供にはいい学校、いい会社と期待して押しつぶさないように 

 

13 着くメール広告中身皆同じ カスぞつもりて スパムなりぬる 

つくばねの峰よりおつるみなの川恋ぞつもりて淵となりぬる 

詐欺メールよりマシだが広告メールにもうんざり 自動的に迷惑メールに分類してすぐ削除 

 

14 未知のくに 忍びこむのも 何ゆえに スパイ行為に バレたら泣くに 

陸奥のしのぶもぢずり誰ゆゑに 乱れそめにしわれならなくに 

スパイはバレたら悲惨 

 

15 髪のため 春の海出でて わかめつむ わが禿防止 期待をしつつ 

君がため春の野に出でて若菜つむ わが衣手に雪は降りつつ 

和布が髪に良いというのはうそらしい 

 

16 夕食は いなかのやまの 峰に生ふる 松茸ならば すぐ帰り来む 

たち別れ いなばの山の 峰に生ふる まつとし聞かば 今帰り来む 

松茸が出ると聞けば飛んで帰ってくる 

 

17 息子ぶる 声には聞かず 立つ疑念 からくも詐欺と みつかれるとは 

ちはやふる神代も聞かず竜田川 から紅にみつくくるとは 

オレオレ詐欺には注意しよう 

 

ANNEX 

あの人だあれ 誰でしょね 新々 新人代議士に 金券配って 歩いてる 

イシバのシゲちゃんじゃ ないでしょか 


